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研究成果の概要 

 

「随伴性」に関連して新たな２つの知見を発見した。随伴性とは、ある行為に対応して将来生起す

るかどうかを正確には予測できない事象が存在する関係性のことを言う。発見の１つは遅延随伴教

授法である。この技術は、学習ログを有効に活用するための方法として我々が開発・実装したもの

である。実証実験の結果、遅延随伴教授法は、学習の継続率や効果を高める上で効果的であるこ

とが明らかとなった。もう１つは、乳児の視線随伴に基づいた実験において、乳児でも随伴的な事

象を認知していることを明らかにし、実験室実験における有効性を検証できたことである。後者は

Nature Human Behavior誌に採択され、Altemetrics.comにおいて全世界の論文中上位 5%の評

価を得ている。全世界のメディアに取り上げられ社会的なインパクトは大きかったと言える。 

 学習者状態認識技術に関しては、学習者の行動や周囲の環境音を計測・記録・認識するスマー

トウォッチシステムのマルチプラットフォーム化について研究開発を行った。今年度は、高いシェア

の Apple Watchをターゲットとしてその開発を進め、学習者の行動と周囲の音環境を認識し、携帯

と連携してクラウド上に記録するシステムを開発した。この技術と遅延随伴教授法と組み合わせるこ

とで強力な学習者支援システム構築を目論む。 

 データ取得・管理に関する技術として、複数の学習者の個人情報を含む授業等のデータを安全

に有効活用できるようにするため、すべてのデータ主体の同意に基づいてデータを他者に開示す

る機能を開発した。授業データには複数の個人に関するデータが含まれることが多い。こうしたデ

ータの収集・分析を公正に行なうため、各チャネルの各開示請求者について、そのチャネルのデ

ータ主体全員の同意がある場合にのみ実際に開示がなされ、開示された後もデータ主体の一部

が同意を撤回した場合、開示が停止するように、機能を拡張した。これは、ELSIの観点から重要で

ある。 
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